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裕
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三　

分
業
と
労
働
者
の
奇
形
化
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労
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職
業
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育
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労
働
者
に
対
す
る
知
性
教
育

六　

結
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
邦
と
い
う
重
大
な
歴
史
選
択
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
合
邦
以
来
、
ス

論　

説

五
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
五
八
）

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
次
第
に
商
工
業
が
興
隆
し
、
経
済
発
展
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
は
、
こ
の
経
済
発

展
を
手
放
し
で
歓
迎
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
合
邦
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
独
立
国
で
な
く
な
り
、
昔
か
ら
続
い
て
い
た
王

室
も
議
会
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（
1
）

の
人
々
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
よ
っ
て
撃
退
さ

れ
大
勢
の
人
々
が
虐
殺
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
商
工
業
が
興
隆
し
経
済
発
展
が
加
速
す
れ
ば
、
生
活
は
豊
か
に
な
る
け
れ
ど
も
、
人
々
は
金
儲
け
に
夢
中
に
な

り
、
人
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
喪
失
し
て
い
く
。
経
済
発
展
が
加
速
し
富
裕
を
増
大
さ
せ
る
分
業
が
、
工
場
や
社
会
全
体
に
浸
透
し

て
い
け
ば
労
働
は
単
純
化
さ
れ
、
人
間
は
機
械
の
部
品
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
生
き
甲
斐
も
見
失
わ
れ
て
い
く
。
経
済
的
な
豊
か
さ

＝
富
だ
け
を
求
め
て
、
人
間
ら
し
い
生
活
＝
徳
を
喪
失
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
「
富
と
徳
」
の
問
題
が
、
ス
ミ
ス
の
時
代
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
（
2
）

。

こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
だ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
は
、
上
述
の
よ
う
に
商
工
業
が
興
隆
し
経
済
が
発
展
す
る
に
と

も
な
っ
て
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
＝
文
明
社
会
（
商
業
社
会
）
形
成
へ
の
歩
み
を
、
殆
ど
必
然
的
な
コ
ー
ス
と
承
認
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
全
面
的
に
歓
迎
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
の
光
と
影
を
と
も
に
見
て
い
た
の
で
あ

る
（
3
）

。
確
か
に
商
工
業
が
発
展
し
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
は
、
人
々
を
身
分
的
従
属
か
ら
解
放
し
自
由
独
立
に
し
、
自
立
心
や

慎
慮
の
徳
を
生
み
出
し
、
富
を
も
た
ら
し
富
裕
を
実
現
す
る
と
言
う
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
し
か
し
富
は
、
し
ば
し
ば
人
間

を
堕
落
さ
せ
る
し
、
分
業
は
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
人
間
を
愚
鈍
に
す
る
、
と
言
う
マ
イ
ナ
ス
効
果
も
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
4
）

。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
の
中
の
一
人
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
の
「
法
学
講
義
」
の
講

義
ノ
ー
ト
（
5
）

の
「
生
活
行
政
」
論
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
商
工
業
が
発
展
し
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る

五
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
五
九
）

に
つ
れ
て
「
人
々
の
心
が
狭
隘
に
な
っ
て
高
揚
で
き
な
く
な
り
、
教
育
は
軽
蔑
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
英
雄
的
精

神
は
殆
ど
全
く
消
滅
す
る
。
こ
れ
ら
の
欠
点
を
匡
正
す
る
こ
と
は
、
真
剣
な
考
慮
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
（
6
）

」
と
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
商
工
業
の
発
展
＝
分
業
化
（
7
）

の
進
展
が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
関
す
る
議
論
は
、
の
ち
に
『
国
富
論
』
第
五
篇

の
中
で
再
度
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
ス
ミ
ス
は
「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
お
よ
び
『
国
富
論
』
の
双
方
に
お
い
て
、
経
済
的

富
裕
と
社
会
秩
序
を
達
成
し
て
い
く
は
ず
の
分
業
の
影
の
側
面
に
も
目
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
上
で
触
れ
た
よ
う
に
「
法
学
講
義
」
の
講

義
ノ
ー
ト
の
中
で
、
分
業
が
民
衆
＝
労
働
者
を
愚
鈍
に
す
る
と
し
て
分
業
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
た
ス
ミ
ス
は
、『
国
富
論
』
に
至
っ
て

は
第
五
篇
の
民
衆
＝
労
働
者
の
教
育
を
扱
う
箇
所
で
、
分
業
の
弊
害
を
国
家
に
よ
る
民
衆
に
対
す
る
教
育
に
よ
っ
て
防
止
し
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
即
応
し
た
自
律
的
な
人
間
主
体
の
形
成
お
よ
び
愚
昧
と
抑
圧
か
ら
の
民
衆
の
解
放
と
に
深
い
関
係
が

あ
っ
た
。

小
論
で
は
、「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
や
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
ス
ミ
ス
の
分
業
の
弊
害
観
と
民
衆
教
育
に
関
す
る
一
連
の
議

論
お
よ
び
民
衆
教
育
導
入
の
歴
史
的
社
会
的
根
拠
を
で
き
る
限
り
、
ス
ミ
ス
の
記
述
に
即
し
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
（
8
）

。

（
1
） 

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
乱
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
文
献
を
参
照
。
丸
山
徹
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』
を
読
む
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
年
、
三
三
│
九
頁
。

（
2
） 

渡
辺
恵
一
「
経
済
学
の
成
立
：
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
ス
ミ
ス
」（
竹
本
洋
編
『
経
済
学
の
古
典
的
世
界
』、
昭
和
堂
、
一
九
八
六
年
、
所

収
）
を
参
照
。
浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
清
水
書
院
、
一
九
八
九
年
、
二
一
一
頁
。

（
3
） 

ス
ミ
ス
に
は
資
本
主
義
と
い
う
用
語
は
な
い
。
そ
れ
に
代
っ
て
ス
ミ
ス
が
用
い
た
言
葉
は
、
商
業
社
会
で
あ
り
、
よ
り
頻
繁
に
は
文
明
社
会
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
に
あ
っ
て
は
、
資
本
主
義
社
会
＝
商
業
社
会
＝
文
明
社
会
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
田
中
秀
夫
『
原
点
探
訪　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ

五
七
七
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経
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五
十
二
巻
第
二
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（
二
〇
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五
年
九
月
）

（
六
六
〇
）

ス
の
足
跡
』、
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
四
頁
、
高
島
善
哉
『
原
典
解
説
ス
ミ
ス
国
富
論
』、
春
秋
社
、
昭
和
四
六
年
、
一
五
頁
を
参
照
。）

（
4
） 

文
明
の
こ
う
し
た
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
把
握
は
、
ス
ミ
ス
の
独
創
と
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
恐
ら
く
著
作
で
判
断
す
る
限
り
、

ス
ミ
ス
以
前
に
こ
の
問
題
を
鋭
く
指
摘
し
、
激
し
い
文
明
批
判
を
展
開
し
た
の
は
、
ル
ソ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
文
明
の
弊
害
へ
の
着
眼

を
ル
ソ
ー
の
文
明
批
判
か
ら
も
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。（
内
田
義
彦
『
増
補
経
済
学
の
生
誕
』、
未
来
社
、
一
九
六
二
年
、
七
八
│
九
五
頁
、
田
中

秀
夫
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
史
研
究
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
第
六
章
を
参
照
。）

（
5
） 

「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
は
二
冊
あ
る
。
一
冊
は
一
七
六
二
│
三
年
の
講
義
の
も
の
で
、
講
義
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
た
も
の
（
講
義
ノ
ー

ト
Ａ
）、
も
う
一
冊
は
一
七
六
三
│
四
年
の
講
義
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
講
義
内
容
の
か
な
り
す
ぐ
れ
た
要
約
で
あ
る
。（
講
義
ノ
ー
ト
Ｂ
）。

ス
ミ
ス
の
「
法
学
講
義
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
水
田
洋
他
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
法
学
講
義
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、「
訳
者
解

説
」、
水
田
洋
訳
『
法
学
講
義
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、「
解
説
」
を
参
照
。

A
dam
 S
m
ith, L

ectu
res on

 Ju
rispru

d
en

ce, edited by R
.L
. M
eek, D

.D
. R
aphael and P

.G
. S
tein, G

lasgow
 E
dition, O

xford, 

1978.

『
法
学
講
義
』

（
Ａ
）　R

eport of 1762-3

〈
以
下
、L

JA
と
略
記
す
る
。〉（
水
田
洋
他
訳
、
前
掲
訳
書
、
以
下
、
邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
と
略
記
す
る
。）

（
Ｂ
）　R

eport dated 1766

〈
以
下
、L

J
B

と
略
記
す
る
。〉（
水
田
洋
訳
、
前
掲
訳
書
、
以
下
、
邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
と
略
記
す
る
。）

（
6
） 

L
J

B
, p.541.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
四
〇
八
頁
。

（
7
） 

工
場
内
分
業
と
社
会
的
分
業
と
を
、
そ
の
規
模
が
異
な
る
だ
け
で
、
原
理
的
に
は
全
く
同
じ
こ
と
だ
と
捉
え
た
点
が
ス
ミ
ス
の
分
業
論
の
際

立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
さ
な
工
場
の
中
で
の
作
業
的
分
業
の
同
心
円
的
な
拡
大
延
長
線
上
に
社
会
の
職
業
的
分
化
を
捉
え
て
い
る
。（
岡

田
純
一
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
、
一
〇
二
頁
。）

（
8
） 

ス
ミ
ス
の
教
育
論
に
関
す
る
文
献
は
、
世
に
多
く
出
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
論
は
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
啓

発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
水
田
洋
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
：
教
育
論
を
中
心
に
」『
一
橋
論
叢
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
野
沢
敏
治
「
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
教
育
と
学
問
（
上
）：
市
民
社
会
の
主
体
的
形
成
に
む
か
っ
て
」『
経
済
科
学
』
×
×
Ⅲ
│
2
、
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
釜

賀
雅
史
「『
国
富
論
』
に
お
け
る
分
業
の
弊
害
観
と
公
教
育
論
の
意
義
」『
商
学
研
究
科
紀
要
』
一
四
号
、
早
稲
田
大
学
商
学
研
究
科
、
中
谷
武
雄

五
七
八



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
六
一
）

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
教
育
論
」『
社
会
科
学
論
集
』
第
四
一
号
、
高
知
短
期
大
学
。

二　

分
業
の
進
展
と
富
裕
の
実
現

国
富
の
水
準
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
国
民
一
人
当
り
の
「
生
活
の
必
需
品
お
よ
び
便
益
品
」
＝
「
消
費
財
（
1
）

」
の
量
に
よ
っ
て
示
さ

れ
、
そ
れ
は
更
に
「
労
働
の
生
産
力
」
と
「
人
口
の
占
め
る
生
産
的
労
働
者
の
割
合
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
（
2
）

。
そ
し
て
彼
は
、
国
富
の
増
大

の
原
因
で
あ
る
「
労
働
の
生
産
力
」
を
高
め
る
最
大
の
要
因
は
分
業
に
あ
る
と
し
、
労
働
の
生
産
力
増
大
の
原
因
を
分
業
に
求
め
る
。

「
一
国
の
富
裕
を
増
大
さ
せ
る
の
は
分
業
で
あ
る
（
3
）

」
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
分
業
こ
そ
が
「
ブ
リ
テ
ン
に
お
け

る
普
通
の
日
雇
労
働
者
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
主
権
者
よ
り
も
贅
沢
に
暮
ら
し
て
い
る
理
由
（
4
）

」
な
の
で
あ
る
。

分
業
が
い
か
に
労
働
の
生
産
力
を
増
大
さ
せ
る
か
を
、
ス
ミ
ス
は
未
開
社
会
と
文
明
社
会
と
を
対
比
し
な
が
ら
、『
国
富
論
』
に
お
い

て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
未
開
社
会
で
は
働
け
る
者
は
皆
、
労
働
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
惨
め
な
ほ
ど
に
貧
し
い
の
で
、

窮
乏
の
あ
ま
り
、
た
と
え
ば
幼
児
や
老
人
や
長
患
い
に
悩
む
病
人
を
、
時
に
は
じ
か
に
打
ち
殺
し
、
時
に
は
遺
棄
し
て
、
餓
死
ま
た
は
野

獣
の
餌
食
に
任
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
（
5
）

。」
し
か
し
文
明
社
会
で
は
「
多
数
の
人
々
は
全
く
労
働
し
な
い
の
に
、
こ
の
う
ち

の
多
く
の
者
は
、
働
い
て
い
る
人
々
の
大
部
分
に
比
べ
て
十
倍
も
の
、
し
ば
し
ば
百
倍
も
の
、
労
働
生
産
物
を
消
費
す
る
（
6
）

。」
こ
う
し
て

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
分
業
に
よ
る
労
働
の
生
産
物
の
増
産
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
7
）

。

ま
た
上
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
文
明
社
会
に
お
け
る
搾
取
の
現
実
を
は
っ
き
り
と
認
識

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
文
明
社
会
に
お
け
る
搾
取
の
認
識
を
「
国
富
論
草
稿
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

五
七
九
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「
一
〇
万
家
族
か
ら
な
る
社
会
で
は
、
恐
ら
く
一
〇
〇
家
族
が
全
く
労
働
し
な
い
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
上
彼
ら
は
、
暴
力
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
も
っ
と
秩
序
だ
っ
た
法
的
抑
圧
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
会
の
労
働
の
う
ち
の
他
の
ど
の
一
万
家
族
が
使
用
す
る
よ
り
大
き
な

部
分
を
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
な
食
込
み
の
あ
と
に
残
る
も
の
の
分
割
も
、
決
し
て
各
個
人
の
労
働
に
比
例
し
て
な
さ

れ
は
し
な
い
。
反
対
に
、
最
も
多
く
労
働
す
る
人
々
が
手
に
入
れ
る
の
は
、
最
も
少
な
い
の
で
あ
る
（
8
）

。」

更
に
ま
た
「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
B
の
中
で
、
搾
取
の
存
在
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
文
明
社
会
に
は
、
確
か
に
分
業

が
あ
る
の
だ
が
、
平
等
な
分
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は
非
常
に
多
く
の
、
全
く
働
か
な
い
者
が
い
る
か
ら
で
あ

る
。
富
裕
の
分
割
は
、
仕
事
に
対
応
し
な
い
。
商
人
の
富
裕
は
、
彼
の
事
務
員
の
す
べ
て
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
大
き
い
が
、
彼
は
彼
ら
よ

り
少
し
し
か
働
か
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
は
ま
た
、
彼
ら
以
上
に
使
用
さ
れ
て
い
る
職
人
た
ち
の
同
数
に
比
べ
て
六
倍
も
ら
う
。
屋
内
で
気

楽
に
働
く
職
人
た
ち
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
休
み
な
く
動
き
ま
わ
る
哀
れ
な
労
働
者
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
い
わ
ば
社
会
の
重
荷
を
背
負
っ
て
い
る
者
が
、
利
益
を
得
る
こ
と
最
少
な
の
で
あ
る
（
9
）

。」

加
え
て
講
義
ノ
ー
ト
A
で
は
次
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
い
く
つ
か
の
指
示
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
富
裕
で
盛
ん
な
商
人
は
、

す
べ
て
の
業
務
を
行
う
彼
の
社
員
た
ち
よ
り
も
、
ず
っ
と
恵
ま
れ
た
状
態
、
奢
侈
、
安
楽
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
便
宜
と
繊
細
の
豊
富
の
中

で
生
活
す
る
。
社
員
た
ち
の
安
楽
と
豊
か
さ
も
ま
た
、
拘
束
を
別
に
す
れ
ば
、
そ
の
労
働
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
商
品
を
支
給
し
た
職
工
た

ち
の
状
態
よ
り
も
大
き
く
ま
さ
っ
た
状
態
に
あ
る
。
こ
の
人
物
の
労
働
も
ま
た
、
わ
り
と
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
過
酷
な
天
候
か

ら
守
ら
れ
て
屋
内
で
働
き
、
貧
し
い
労
働
者
と
比
較
す
れ
ば
苦
痛
な
く
そ
の
生
計
を
立
て
て
い
る
。
貧
し
い
労
働
者
は
、
土
壌
と
季
節
の

あ
ら
ゆ
る
不
都
合
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
絶
え
ず
過
酷
な
天
候
と
同
時
に
最
も
つ
ら
い
労
働
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ば
社

会
の
全
構
成
を
支
え
、
残
り
の
す
べ
て
の
人
々
の
便
宜
と
安
楽
の
手
段
を
支
給
す
る
彼
が
、
自
ら
は
非
常
に
少
な
い
取
り
分
を
保
有
し
て
、

五
八
〇
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ダ
ム
・
ス
ミ
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に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
六
三
）

世
に
埋
も
れ
る
の
で
あ
る
（
10
）

。」

こ
う
見
て
く
る
と
、
文
明
社
会
が
富
裕
の
体
制
で
あ
る
と
ス
ミ
ス
が
認
識
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
ス
ミ
ス
の
目
に
映
る
の
は
、
階
級
的

搾
取
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
社
会
は
豊
か
で
あ
る
と
言
う
現
実
で
あ
る
（
11
）

。
す
な
わ
ち
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
文
明
社
会
を
富
裕

な
社
会
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に
資
本
主
義
社
会
、
つ
ま
り
他
人
の
労
働
の
成
果
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る
社
会
と
し
て
も
理
解
し

て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ス
ミ
ス
は
文
明
社
会
を
「
人
民
の
最
下
層
に
ま
で
富
裕
が
広
く
行
き
渡
る
社
会
（
12
）

」
と
見
た
が
、
一
般
に
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
す

べ
て
に
行
き
渡
る
富
裕
を
ひ
き
起
こ
す
の
は
、「
分
業
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
よ
る
生
産
物
の
巨
大
な
増
加
（
13
）

」
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
文
明
社
会
で
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
極
め
て
大
量
に
生
産
さ
れ
る
の
で
、
地
位
あ
る

人
々
の
怠
惰
で
抑
圧
的
な
浪
費
を
満
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
職
人
と
農
民
の
欲
望
を
た
っ
ぷ
り
と
満
た
す
だ
け
の
も
の
が
、
十
分

に
あ
る
の
で
あ
る
（
14
）

。」

こ
の
よ
う
に
階
級
的
搾
取
を
含
み
な
が
ら
も
、
普
遍
的
富
裕
を
ひ
き
起
こ
す
の
は
分
業
だ
と
す
る
ス
ミ
ス
は
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を

「
国
富
論
草
稿
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。「
分
業
に
よ
っ
て
、
各
個
人
は
仕
事
の
特
殊
な
一

部
門
の
み
に
自
己
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
明
社
会
に
生
じ
、
か
つ
財
産
の
不
平
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
最
下
層
の
人
々
に
ま

で
行
き
渡
る
高
度
の
富
裕
を
説
明
し
う
る
の
は
、
こ
の
分
業
だ
け
で
あ
る
（
15
）

」
と
。
更
に
言
え
ば
、「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
A
で
は

「
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
貧
し
い
労
働
者
や
最
下
層
の
人
民
が
生
活
の
便
宜
品
の
大
き
な
分
け
前
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
説
明
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
異
な
っ
た
人
手
の
間
の
分
業
だ
け
が
こ
れ
を
説
明
で
き
る
（
16
）

」
と
か
、「
一
国
民
の
富
裕
は
、
分
業
に
起
因
す
る
と
言
わ
れ

て
当
然
か
も
し
れ
な
い
（
17
）

」
と
か
述
べ
て
い
る
。

五
八
一
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
商
工
業
が
発
展
し
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
は
、
確
か
に
労
働
の
生
産
性
を
高
め
、
富
や
豊
か
さ

を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
人
々
を
身
分
的
従
属
か
ら
解
放
し
て
自
由
・
独
立
に
し
、
自
律
心
や
慎
慮
の
徳
を
生
み
出
す
。
こ
の
事
実
を

ス
ミ
ス
は
認
め
る
。
い
わ
ば
分
業
の
プ
ラ
ス
面
、
光
の
部
分
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
、
富
や
豊
か
さ
は
、
し
ば
し
ば
人
間
を
堕
落
さ
せ
、

分
業
は
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
人
間
を
愚
劣
に
す
る
。
こ
う
い
う
分
業
の
マ
イ
ナ
ス
面
、
影
の
部
分
を
ス
ミ
ス
は
決
し
て
見
逃
す
こ

と
は
な
か
っ
た
（
18
）

。
次
に
こ
の
点
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

（
1
） 

ス
ミ
ス
は
、
貴
金
属
が
富
で
あ
る
と
す
る
重
商
主
義
的
富
の
理
解
の
仕
方
を
大
き
く
転
換
さ
せ
て
、
人
々
の
日
常
生
活
で
消
費
さ
れ
る
消
費
財

こ
そ
が
、
国
民
の
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
年
々
生
産
さ
れ
年
々
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
富
は
国
民
の
年
々
の
労
働
に
よ
っ
て

作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。
こ
こ
に
「
国
民
の
富
」
と
い
う
近
代
的
概
念
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

（
2
） A

dam
 S
m
ith, A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s, edited by R
.H
. C
am
pbell, A

.S
. S
kinner, 

G
lasgow

 edition, O
xford, 1976, 2vols, V

ol.Ⅰ
, p.10.

（
以
下
、W

N

と
略
記
す
る
）
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』、
三
分
冊
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
六
年
、
第
Ⅰ
巻
、
二
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
）

（
3
） 

L
J

B
, p.489.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
七
一
頁
。

（
4
） 

L
J

B
, p.489.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
六
九
頁
。

（
5
） 

W
N
,Ⅰ
, p.10.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
頁
。

（
6
） 

W
N
,Ⅰ
, p.10.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
頁
。

（
7
） 

Ｗ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
最
初
に
分
業
の
概
念
を
ス
ミ
ス
の
心
に
吹
き
込
ん
だ
の
は
ハ
チ
ス
ン
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
ス
ミ
ス
が
分

業
の
概
念
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
の
は
、
明
ら
か
に
ハ
チ
ス
ン
の
お
か
げ
で
あ
る
。」（W

.L
. T
aylor, F

ran
cis H

u
tch

eson
 an

d
 D

avid
 

H
u

m
e as P

red
ecessors of A

d
am

 S
m

ith, 1965, p.62.　

山
口
正
春
・
川
又
祐
訳
『
ハ
チ
ス
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
・
ス
ミ
ス
：
経
済
学
の
源
流
』、

五
八
二



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
六
五
）

三
恵
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
二
頁
。）

（
8
） A

dam
 S
m
ith, ‘E

arly D
raft’ of part of th

e W
ealth

 of N
ation

s, in L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce, G

lasgow
 edition, O

xford, 

1978, pp.563-4.

（
以
下
、E

D

と
略
訳
す
る
）
水
田
洋
訳
『
法
学
講
義
』（
前
出
所
収
）、
四
四
六
│
七
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
）

（
9
） 

L
J

B
, pp. 489-90.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
七
一
頁
。

（
10
） 

L
JA
, p.341.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
六
三
頁
。

（
11
） 

内
田
義
彦
『
増
補
経
済
学
の
生
誕
』（
前
出
）、
一
九
六
二
年
、
一
九
八
頁
。

（
12
） 

W
N
,Ⅰ
, p.22.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
頁
。

（
13
） 

W
N
,Ⅰ
, p.22.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
頁
。

（
14
） 

E
D
, p.566.　

邦
訳
、
四
五
二
頁
。

（
15
） 

E
D
, p.564.　

邦
訳
、
四
四
七
│
八
頁
。

（
16
） 

L
JA
, p.341.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
六
三
│
四
頁
。

（
17
） 

L
JA
, p.349.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
七
二
頁
。

（
18
） C

f. D
avid A

. R
eism
an, A

d
am

 S
m

ith
’s S

ociological E
con

om
ics, 1976, pp.149-161.

三　

分
業
と
労
働
者
の
奇
形
化

さ
て
『
国
富
論
』
第
五
篇
で
は
、
文
明
社
会
で
本
格
化
し
た
分
業
の
マ
イ
ナ
ス
面
つ
ま
り
分
業
の
弊
害
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
集
約
的

に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

「
分
業
の
発
達
と
と
も
に
、
労
働
で
生
活
す
る
人
々
の
圧
倒
的
部
分
、
つ
ま
り
国
民
大
衆
の
就
く
仕
事
は
、
少
数
の
、
し
ば
し
ば
一
つ

五
八
三
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か
二
つ
の
ご
く
単
純
な
作
業
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
方
の
人
間
の
理
解
力
と
い
う
も
の
は
、
彼
が
従
事
し

て
い
る
日
常
の
仕
事
に
よ
っ
て
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
全
生
涯
を
、
少
数
の
単
純
な
作
業
、
し
か
も
作
業
の
結
果
も
ま
た
、
恐
ら

く
い
つ
も
同
じ
か
、
殆
ど
同
じ
と
い
っ
た
作
業
を
や
る
こ
と
に
費
や
す
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
取
り
除
く
手
だ
て
を
見
つ
け
よ
う
と
、

努
め
て
理
解
力
を
働
か
せ
た
り
工
夫
を
凝
ら
し
た
り
す
る
機
会
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
い
う
困
難
が
決
し
て
起
こ
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。こ

う
い
う
わ
け
で
、
彼
は
自
然
に
こ
う
し
た
努
力
を
す
る
習
慣
を
失
い
、
た
い
て
い
は
神
の
創
り
給
う
た
人
間
と
し
て
な
り
下
れ
る
か

ぎ
り
愚
か
に
な
り
、
無
知
に
な
る
。
そ
の
精
神
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
た
め
、
理
性
的
な
会
話
を
味
わ
っ
た
り
、
そ
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
寛
大
で
高
尚
な
、
あ
る
い
は
や
さ
し
い
感
情
を
何
一
つ
抱
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
結
局
、

私
生
活
の
上
で
の
日
常
の
業
務
に
つ
い
て
さ
え
、
多
く
の
場
合
、
何
も
ま
と
も
な
判
断
を
下
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
国
の
重
大

で
広
範
な
利
害
に
つ
い
て
も
、
全
く
判
断
が
立
た
な
い
。
…
…
戦
争
に
な
っ
て
も
、
彼
は
自
分
の
国
を
護
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
た
で
き
な

い
。
淀
ん
だ
よ
う
な
彼
の
生
活
は
十
年
一
日
の
ご
と
く
単
調
だ
か
ら
、
自
然
に
勇
敢
な
精
神
も
朽
ち
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、
不
規
則
不
安

定
で
冒
険
的
な
兵
士
の
生
活
を
嫌
悪
の
眼
で
見
る
よ
う
に
な
る
。
単
調
な
生
活
は
、
彼
の
肉
体
的
な
活
力
さ
え
も
腐
ら
せ
て
し
ま
い
、
そ

れ
ま
で
仕
込
ま
れ
て
き
た
仕
事
以
外
は
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
こ
う
と
、
元
気
よ
く
辛
抱
づ
よ
く
自
分
の
力
を
振
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
自
分
自
身
の
特
定
の
職
業
で
の
手
際
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
風
に
し
て
、
彼
の
知
的
な
、
社
会
的
な
、
ま
た
軍
事
的
な
美

徳
の
犠
牲
に
お
い
て
獲
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
進
歩
し
た
文
明
社
会
で
は
、
ど
こ
で
も
、
政
府
が
何
か
の
防
止

の
労
を
と
ら
ぬ
か
ぎ
り
、
労
働
貧
民
、
つ
ま
り
は
国
民
大
衆
の
必
然
的
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
（
1
）

。」

こ
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
分
業
は
文
明
社
会
に
お
い
て
、
人
間
能
力
の
一
面
だ
け
を
練
磨
し
て
、
専
門
化
が
人
間
の
知
的
、
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社
会
的
、
軍
事
的
美
徳
を
犠
牲
に
し
、
極
端
な
場
合
に
は
、
愚
昧
に
落
し
込
む
と
し
て
ス
ミ
ス
は
分
業
の
弊
害
を
鋭
く
指
摘
す
る
の
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
分
業
の
民
衆
、
つ
ま
り
は
労
働
貧
民
に
対
す
る
創
造
力
の
萎
縮
化
・
無
知
化
効
果
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
防
止
す
る
の
が
、
国
家
の
民
衆
に
対
す
る
教
育
の
配
慮
だ
と
力
説
す
る
の
だ
。
ス
ミ
ス
は
言
う
。

「
文
明
社
会
で
は
、
国
民
大
衆
が
殆
ど
底
な
し
に
腐
敗
堕
落
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
政
府
が
一
定
の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

る
（
2
）

。」「
庶
民
の
教
育
は
、
文
明
の
進
ん
だ
商
業
社
会
で
は
、
い
く
ら
か
で
も
地
位
や
財
産
の
あ
る
人
々
の
教
育
よ
り
も
、
恐
ら
く
国
が
一

段
と
配
慮
し
て
や
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
3
）

。」

見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
分
業
に
よ
る
人
間
の
愚
昧
化
は
、
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
れ
と

は
対
照
的
に
未
開
社
会
＝
野
蛮
社
会
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ス
ミ
ス
の
言
い
分
を
聞
こ
う
。

「
野
蛮
な
社
会
と
普
通
呼
ば
れ
る
よ
う
な
狩
猟
民
や
牧
羊
民
の
社
会
で
は
、
こ
れ
と
事
情
が
異
な
り
、
製
造
業
の
発
達
と
外
国
貿
易
の

拡
大
に
先
立
つ
原
始
的
な
農
業
の
段
階
に
あ
る
農
耕
民
の
社
会
で
さ
え
も
事
情
が
異
な
る
。
こ
う
い
う
社
会
で
は
誰
も
が
多
種
多
様
の
仕

事
を
や
る
か
ら
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
発
揮
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
し
、
ま
た
、
た
え
ず
起
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
取
り
除

く
手
だ
て
を
発
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
発
明
力
は
活
き
活
き
と
保
た
れ
、
人
の
心
は
、
文
明
社
会
で
殆
ど
す
べ
て
の
下
層
階
級
の
人

た
ち
の
理
解
力
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
か
に
見
え
る
、
あ
の
半
分
寝
呆
け
た
よ
う
な
愚
昧
に
落
ち
込
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら

の
い
わ
ゆ
る
野
蛮
社
会
で
は
、
…
…
誰
も
が
戦
士
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
誰
も
が
、
あ
る
程
度
は
政
治
家
で
も
あ
り
、
社
会
の
利
害
や

社
会
を
統
治
す
る
人
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
、
一
応
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
（
4
）

。」

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
未
開
社
会
で
は
民
衆
は
、
広
い
職
業
能
力
の
持
ち
主
で
あ
る
と
と
も
に
政
治
家
か
つ
戦
士
で
あ
る
。
未
開

社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
職
業
と
社
会
で
の
公
共
活
動
へ
の
従
事
な
ど
が
民
衆
教
育
の
必
要
を
な
く
さ
せ
て
い
る
。
親
と
子
、
親
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方
と
徒
弟
が
仕
事
場
を
共
に
し
て
生
活
す
る
中
で
、
職
人
子
弟
は
職
業
知
識
を
自
然
と
身
に
つ
け
、
社
会
道
徳
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

込
ま
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
文
明
社
会
以
前
の
段
階
で
は
、「
政
府
が
何
の
配
慮
を
し
な
く
と
も
、
社
会
の
仕
組
み
が
求
め
る
よ
う
な
、

あ
る
い
は
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
何
と
か
許
容
で
き
る
よ
う
な
能
力
と
徳
の
殆
ど
す
べ
て
が
、
お
の
ず
か
ら
彼
ら
の
う
ち
に
形
成

さ
れ
て
く
る
（
5
）

」
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。
と
も
あ
れ
社
会
の
初
期
段
階
で
は
、
人
々
は
貧
し
く
野
蛮
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
活
き
活
き
し
た
独
立
の
気
概
を
も
っ
て
い
た
、
と
ス
ミ
ス
が
捉
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ミ
ス
に
こ
の
よ
う
な
分
業
の
弊
害
を
指
摘
さ
せ
、
文
明
社
会
に
お
け
る
民
衆
の
教
育
に
対
す
る
国
家
の
十
分
な
配
慮
の

必
要
性
を
強
調
せ
し
め
た
歴
史
的
社
会
的
背
景
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
ス
ミ
ス
の
歴
史
認
識
で
は
、

社
会
が
全
面
的
に
分
業
化
す
る
文
明
社
会
あ
る
い
は
商
業
社
会
へ
と
移
る
の
は
、
商
工
業
の
発
展
を
契
機
と
し
、
そ
れ
は
封
建
社
会
半
ば

以
降
に
次
第
に
顕
著
な
も
の
と
な
る
。
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
商
工
業
の
発
展
が
伝
統
的
・
封
建
的
人
間
関
係
を
崩
壊
さ
せ
る
が
、
他
方

で
は
、
自
立
的
社
会
形
成
を
促
し
、
独
立
自
由
な
個
人
の
人
間
形
成
を
可
能
に
す
る
条
件
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

だ
が
同
時
に
、
一
面
に
お
い
て
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
社
会
に
お
け
る
個
人
の
孤
立
化
を
促
す
も
の
と
な
り
得
、
道
徳
的
退
廃
の
一
因
と

も
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
6
）

。
そ
し
て
分
業
の
浸
透
し
た
社
会
に
お
い
て
、
社
会
と
作
業
場
の
中
の
分
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
労

働
者
は
、
分
業
の
も
つ
性
格
か
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
人
間
と
し
て
の
基
本
的
資
質
を
失
っ
て
い
く
。

で
は
因
み
に
、
当
時
の
民
衆
つ
ま
り
労
働
貧
民
の
日
常
生
活
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
も
触
れ

て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
大
河
内
一
男
に
よ
れ
ば
、「
労
働
者
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
く
働
き
、
ひ
と
握
り
の
金
が
手
許
に
あ
る
間
は
、
精

を
出
し
て
働
こ
う
な
ど
と
は
し
な
か
っ
た
。
賭
博
と
競
馬
と
コ
ッ
ク
・
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ジ
ン
・
ハ
ウ
ス
と
が
、
彼
ら
の
生
活
を
特
徴

づ
け
て
い
た
し
、
そ
れ
は
一
八
世
紀
の
知
識
人
を
慨
歎
せ
し
め
た
生
活
態
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。」
具
体
的
に
言
え
ば
、
当
時
の
労
働
者
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の
一
年
間
の
休
日
は
大
体
一
八
〇
日
、
つ
ま
り
一
年
の
約
半
分
に
達
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
休
日
の
内
容
を
見
る
と
、

土
曜
日
と
日
曜
日
は
公
休
日
と
し
て
飲
酒
し
た
り
博
打
に
打
ち
興
じ
、
そ
の
結
果
、
月
曜
日
は
ブ
ル
ー
・
マ
ン
デ
ー
と
な
っ
て
月
曜
日
も

休
む
。
そ
こ
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
記
念
日
や
宗
教
上
の
多
く
の
祝
祭
日
、
そ
れ
に
親
方
お
よ
び
そ
の
夫
人
の
誕
生
日
に
加
え
て
、

自
分
の
誕
生
日
に
妻
の
そ
れ
と
い
う
風
に
休
日
が
加
わ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
（
8
）

。」
時
に
は
死
刑
、
笞
刑
、
烙
印
刑
な
ど
の
執
行
日
と
で

も
言
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
徒
弟
や
職
人
は
仕
事
を
ほ
っ
た
ら
か
し
で
あ
っ
た
（
9
）

。

当
時
の
退
廃
し
た
風
紀
を
背
景
に
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
や
庶
民
、
言
う
な
ら
ば
近
代
社
会
の
歴
史
過
程
の
中
で
生
み
落
さ

れ
て
く
る
没
落
下
層
民
に
欠
如
し
た
も
の

│
た
と
え
ば
前
述
の
仕
事
上
の
知
的
発
明
力
、
理
性
的
な
筋
の
通
っ
た
会
話
、
自
国
の
重
大

か
つ
広
範
な
利
害
関
係
を
判
断
す
る
理
解
力
、
戦
時
に
自
国
を
防
衛
す
る
勇
敢
な
精
神
、
社
会
的
美
徳

│
を
涵
養
せ
し
め
る
べ
く
配
慮

を
国
家
に
よ
る
民
衆
教
育
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.781-2.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
三
│
四
頁
。

（
2
） 

W
N
, Ⅱ
, p.781.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
三
頁
。

（
3
） 

W
N
, Ⅱ
, p.784.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
五
頁
。

（
4
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.782-3.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
四
頁
。

（
5
） 

W
N
, Ⅱ
, p.781.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
二
│
三
頁
。

（
6
） 

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
た
と
え
ば
大
都
市
に
住
む
民
衆
に
と
っ
て
顕
著
だ
と
言
う
。
田
舎
の
村
に
住
ん
で
い
る
の
と
違
っ

て
、
大
都
市
の
民
衆
は
「
彼
の
行
動
を
観
察
し
た
り
注
目
し
た
り
す
る
者
な
ど
一
人
も
い
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
ま
た
、
彼
の
方
も
自
分
の
行
動
を
お

ろ
そ
か
に
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
低
劣
な
道
徳
と
悪
徳
に
身
を
持
ち
崩
す
こ
と
に
、
ど
う
し
て
も
な
り
や
す
い
。」（W

N
, Ⅱ
, p.795.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
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一
六
九
頁
。）

（
7
） 

大
河
内
一
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（『
人
類
の
知
的
遺
産
42
』）、
講
談
社
、
昭
和
五
四
年
、
一
九
五
頁
。

（
8
） 
大
河
内
一
男
編
『
国
富
論
研
究
』、
Ⅱ
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
二
四
│
七
頁
参
照
。

（
9
） 
ミ
ッ
チ
ェ
ル
／
リ
ー
ズ
『
ロ
ン
ド
ン
庶
民
生
活
史
』（
松
村
赳
訳
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
、
一
五
三
頁
。

四　

労
働
者
に
対
す
る
職
業
教
育

ス
ミ
ス
は
文
明
社
会
あ
る
い
は
商
業
社
会
の
中
で
産
み
落
さ
れ
て
く
る
労
働
者
に
対
し
て
、
国
家
に
よ
る
民
衆
教
育
の
必
要
性
を
力
説

す
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
の
内
容
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
が
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
、
曲
が
り
な
り
に
も
労
働
者
を
教
育
す
る
た
め
の
教
育
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
区
学
校
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
慈
善
学
校
の
制
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
学
校
に
お

い
て
は
、「
庶
民
の
殆
ど
全
部
に
読
む
こ
と
を
教
え
、
ま
た
そ
の
大
部
分
に
書
く
こ
と
と
計
算
と
を
教
え
て
き
た
（
1
）

」
の
で
あ
り
、
労
働
者

や
民
衆
の
無
知
化
を
阻
止
し
、
彼
ら
が
将
来
、
社
会
で
活
動
す
る
際
の
最
低
必
要
限
度
の
読
み
書
き
、
計
算
の
基
本
教
育
を
施
し
て
き
た

事
実
を
ス
ミ
ス
は
認
め
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
下
層
民
衆
の
子
供
た
ち
が
受
け
る
教
育
は
、
と
に
か
く
大
し
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
教
育
は
、
彼
ら
に
と
っ
て

無
限
に
有
益
で
あ
っ
て
、
教
育
が
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
彼
ら
の
最
大
の
不
幸
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
読
む
こ
と

を
学
ぶ
の
で
あ
り
、
読
む
こ
と
は
彼
ら
に
宗
教
の
便
益
を
与
え
る
。
こ
れ
は
敬
虔
と
い
う
点
か
ら
見
て
大
き
な
利
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
が
彼
ら
に
思
考
と
思
索
の
対
象
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
農
村
の
学
校

五
八
八



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
七
一
）

の
便
益
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ど
れ
程
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
が
卓
越
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
承
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
2
）

。」

し
か
し
教
育
制
度
は
、
国
全
体
に
行
き
渡
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
言
っ
て
い
る
。「
文
明
社
会
で
は
、
ど
こ
で
も

庶
民
は
、
あ
る
程
度
の
地
位
や
財
産
の
あ
る
人
々
の
よ
う
に
は
立
派
な
教
育
は
受
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
教
育
の
最
も
基
本

的
な
部
分
、
つ
ま
り
読
み
書
き
、
計
算
は
、
生
涯
の
ご
く
早
い
時
期
に
修
得
で
き
る
わ
け
な
の
だ
か
ら
、
最
低
の
職
業
に
仕
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
で
さ
え
、
そ
の
大
多
数
は
、
そ
う
し
た
職
業
に
雇
わ
れ
て
ゆ
く
前
に
、
そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
時
間
は
あ
る
（
3
）

。」

だ
か
ら
国
が
、
教
区
あ
る
い
は
地
区
ご
と
に
小
規
模
な
学
校
を
設
立
し
、
安
い
授
業
料
で
学
べ
る
よ
う
に
し
て
、
全
人
民
に
教
育
を
奨
励

し
、
あ
る
い
は
義
務
づ
け
て
よ
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
労
働
者
や
民
衆
が
、
思
慮
深
い
人
間
と
し
て
成
長
す
る
の
に
必
要
な
、

最
小
限
度
の
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ス
ミ
ス
の
主
張
し
た
民
衆
に
対
す
る
教
育
の
内
容
と
は
、
こ
の
読
み
書
き
、
計
算
と
い
う
基
本
教
育
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

更
に
ス
ミ
ス
は
、
当
時
の
現
実
社
会
に
即
応
し
た
内
容
を
基
本
教
育
に
盛
り
込
む
。
形
而
上
学
的
な
知
識
で
は
な
く
、
実
用
性
を
重
視
し

た
内
容
の
教
育
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
教
育
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
当
時
の
教
区
学
校
や
慈
善
学
校
（
4
）

の
教
育

内
容
に
含
ま
れ
て
い
た
「
子
供
た
ち
に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
ラ
テ
ン
語
」
教
育
、
し
か
も
「
ほ
ん
の
生
か
じ
り
」
で
し
か
な
い
教
育

を
や
め
て
、「
幾
何
学
や
機
械
学
の
初
歩
（
5
）

」
を
教
育
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
新
し
く
「
幾
何
学
や
機
械
学
の
初

歩
」
を
教
育
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
職
業
教
育
、
専
門
教
育
あ
る
い
は
科
学
教
育
を
子
供
た
ち
に
受
け
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
の
い
う
幾
何
学
や
機
械
学
の
教
育
と
は
、
労
働
者
の
作
業
場
内
の
分
業
へ
の
適
応
を
一
層
容
易
に
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
く
、
ス

五
八
九
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ミ
ス
が
本
来
意
図
し
て
い
た
分
業
の
弊
害
を
除
去
す
べ
く
、
全
人
格
的
人
間
形
成
を
め
ざ
す
教
育
と
は
、
一
見
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
。
と
す
れ
ば
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
は
、
そ
の
よ
う
に
限
界
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

だ
が
ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
に
即
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
職
業
教
育
や
科
学
教
育
す
ら
も
当
時
の
重
商
主
義
国
家
に
よ
っ
て
は
採
用
さ
れ

ず
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
実
現
し
た
国
家
教
育
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
り
（
6
）

、
し
た
が
っ
て
彼
の
職
業
教
育
内
容
は
進
歩
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
ス
ミ
ス
の
時
代
は
、
重
商
主
義
的
労
働
観
が
社
会
に
浸
透
し
て
お
り
、
労
働
者
を
一
様
に
「
怠
け
者
」
と
規
定
し
、
無
知
で
主
体

性
の
な
い
者
に
し
て
、
低
賃
金
と
長
時
間
労
働
で
縛
り
つ
け
て
お
く
こ
と
こ
そ
、
彼
ら
を
勤
勉
に
し
て
お
く
手
立
て
で
あ
っ
て
、
国
富
増

大
の
要
件
で
あ
る
「
貧
困
の
効
用
」
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
7
）

。

例
を
挙
げ
よ
う
。
た
と
え
ば
ト
ー
ニ
ー
に
よ
っ
て
「
阿
呆
で
な
い
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
下
層
階
級
は
貧
乏
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
決
し
て
勤
勉
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」「
高
賃
金
は
…
…
貧
し
い
家
族
に
は
何
の

役
に
も
た
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
一
日
に
三
シ
リ
ン
グ
な
い
し
四
シ
リ
ン
グ
を
稼
ぐ
労
働
者
は
、
殆
ど
週
に
三
日
以
上
働
か
な
く
て
、
他
の

日
は
飲
み
明
か
す
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
ヤ
ン
グ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
8
）

。
更
に
ポ
ー
ル
・
マ
ン
ト
ウ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
著
述
家

の
主
張
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
事
情
に
精
通
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
窮
乏
が
勤
勉
さ
を
促
す
こ
と
、
三
日

間
の
労
働
で
生
計
を
た
て
う
る
労
働
者
は
、
残
り
の
週
日
を
、
仕
事
を
し
な
い
で
泥
酔
し
て
送
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
（
9
）

」

と
。こ

の
よ
う
に
、
労
働
者
た
ち
に
対
す
る
貧
困
の
必
要
性
＝
低
賃
金
の
要
請
は
、
こ
の
時
代
の
通
説
で
あ
っ
た
（
10
）

。
宗
教
界
に
お
い
て
さ
え

も
、
こ
れ
に
同
調
し
、
下
層
階
級
は
雇
人
と
し
て
、
貧
民
と
し
て
そ
の
境
遇
に
満
足
し
、
従
順
に
し
て
扱
い
や
す
い
人
間
で
あ
る
べ
き
だ
、

と
言
う
の
が
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
た
ち
の
口
を
そ
ろ
え
て
唱
導
し
た
教
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
11
）

。
こ
う
い
う
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

五
九
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高
賃
金
の
経
済
学
（
12
）

を
主
張
し
、
さ
ら
に
読
み
書
き
、
計
算
と
い
っ
た
基
本
教
育
の
み
な
ら
ず
幾
何
学
と
機
械
学
の
職
業
教
育
を
も
っ
て
労

働
者
の
知
的
向
上
を
志
向
し
よ
う
と
す
る
ス
ミ
ス
の
立
場
は
、
極
め
て
進
歩
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ス
ミ
ス
の
社
会
認
識
の
先
見
性
す
ら

見
て
取
れ
る
。

ス
ミ
ス
の
時
代
は
、
い
わ
ば
産
業
革
命
の
前
夜
で
、
ま
さ
に
大
空
に
向
か
っ
て
飛
翔
せ
ん
と
す
る
生
産
力
の
、
出
発
前
の
羽
ば
た
き
の

時
期
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
今
や
重
商
主
義
的
経
済
体
制
は
終
焉
を
む
か
え
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
人
間
的
手
労
働
に

基
づ
く
技
術
的
基
盤
が
崩
れ
、
機
械
の
導
入
に
よ
る
生
産
体
系
が
確
実
に
起
り
つ
つ
あ
る
事
態
を
、
し
た
が
っ
て
機
械
と
人
間
と
の
対
応

を
不
可
避
的
な
も
の
と
す
る
環
境
を
認
識
し
て
い
る
（
13
）

。
ス
ミ
ス
は
産
業
革
命
期
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
事
態
を
い
ち
早
く
認
識
し
、
そ
の
よ

う
な
科
学
が
労
働
者
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
時
代
の
要
請
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
14
）

。
す
な
わ
ち
、
労
働
と
科
学
教
育
＝
専
門
教
育
と

の
結
合
の
時
代
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
を
傍
証
す
る
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
に
よ
れ
ば
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
公
開
講
座
と
呼
ん
で
い

る
大
学
教
育
の
大
衆
化
に
対
し
て
、
す
で
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
…
…
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ス
ン
教
授
は
、
当
時
同
僚
の
完
全

な
同
意
と
支
持
と
を
得
て
、
労
働
服
を
着
た
ま
ま
の
労
働
者
の
ク
ラ
ス
に
対
し
、
学
内
で
自
然
哲
学
に
関
す
る
連
続
夜
間
講
義
を
行
っ
て

い
た
。
こ
の
講
義
は
、
比
較
的
高
級
な
職
人
に
対
す
る
技
術
教
育
を
改
善
し
た
と
い
う
点
で
、
西
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
技
術
と
工
業
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
15
）

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
は
、
将
来
を
見
据
え
産
業
革
命
期
に
必
要
に
な
る
科
学
技
術
教
育
を

夜
間
講
義
で
、
労
働
者
た
ち
に
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
、
労
働
者
は
如
何
に
す
れ
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
対
応
し
う
る
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
、
労
働
者
た
ち
が
全
人
格
的
人
間
形
成
を
志
向
し
つ
つ
知
的
能
力
を
涵
養
し
て
い
く

五
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方
法
と
は
、
如
何
な
る
も
の
か
を
ス
ミ
ス
は
問
い
、
一
八
世
紀
と
い
う
時
代
的
制
約
の
中
で
、
そ
れ
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
言
っ
て
い
る
。「
幾
何
学
と
機
械
学
の
初
歩
を
教
わ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
階
級
の
人
た
ち
の
学
問
教
育

は
、
恐
ら
く
可
能
な
か
ぎ
り
完
璧
に
近
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
お
よ
そ
普
通
の
職
業
で
、
幾
何
学
と
機
械
学
の
原
理
を
応
用
す
る
機
会

が
少
し
も
な
い
と
言
う
よ
う
な
も
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
か
ら
、
職
に
つ
け
ば
、
庶
民
は
、
最
も
実
用
的
な
学
問
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
最

も
高
尚
な
学
問
に
と
っ
て
も
、
必
ず
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
入
門
で
あ
る
こ
れ
ら
の
原
理
を
、
だ
ん
だ
ん
仕
込
ま
れ
身
に
つ
け
て
ゆ

く
に
相
違
な
か
ろ
う
（
16
）

」
と
。

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
科
学
と
労
働
者
の
結
合
は
、
時
代
的
要
請
な
の
で
あ
る
。
読
み
書
き
、
計
算
と
い
う
基

本
教
育
に
科
学
教
育
を
つ
け
加
え
、「
恐
ら
く
可
能
な
か
ぎ
り
完
璧
に
近
い
教
育
」
を
全
面
的
に
実
施
す
る
こ
と
、
こ
う
し
て
労
働
者
は
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
産
業
革
命
＝
技
術
革
命
の
何
た
る
か
を
知
る
と
と
も
に
、
今
や
産
業
社
会
と
し
て
展
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
現
実
の
文
明
社
会
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
教
育
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
日
常
的
に
訓
練
さ
れ
、
知
的
な
個
人
へ
と
改
善
さ
れ
て
い
き
、
前
に
触
れ
た
「
理
性
的
な

筋
の
通
っ
た
会
話
」
も
可
能
に
な
り
、「
寛
大
で
高
尚
な
、
ま
た
は
や
さ
し
い
感
情
」
も
涵
養
さ
れ
、「
自
分
の
国
の
重
大
で
広
範
な
利
害

関
係
」
を
判
断
す
る
理
解
力
も
身
に
つ
き
、「
時
に
は
自
分
の
国
を
防
衛
す
る
」
と
い
う
「
軍
事
的
な
美
徳
」
も
備
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
労
働
者
は
、
一
個
の
完
成
し
た
自
律
性
あ
る
個
人
へ
と
次
第
に
近
づ
い
て
い
く
、
そ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は

労
働
者
の
子
供
た
ち
に
基
本
的
分
野
の
修
得
を
勧
め
る
た
め
、
褒
賞
制
度
を
設
け
る
こ
と
さ
え
提
案
し
て
い
る
。

（
1
） 

W
N

, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
八
頁
。
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九
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（
2
） 

L
J

B
, p.540.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
四
〇
四
│
五
頁
。

（
3
） 

W
N
, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
七
頁
。

（
4
） 
慈
善
学
校
は
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
労
働
者
や
職
人
、
あ
る
い
は
農
民
の
子
供
た
ち
、
い
わ
ば
民
衆
の
子
供
た
ち
の
教

育
に
最
も
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
そ
の
名
前
が
示
す
通
り
、
寄
付
金
を
集
め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
や

非
国
教
徒
ア
カ
デ
ミ
ー
に
通
う
だ
け
の
資
力
の
な
い
家
の
子
供
た
ち
に
教
育
を
授
け
る
機
関
だ
っ
た
。
教
育
内
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
熱
心
に

行
な
い
、
子
供
が
勤
勉
な
労
働
者
と
し
て
育
つ
こ
と
を
何
よ
り
も
目
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た
。（
小
林
章
夫
『
チ
ャ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
：
近
代
イ
ギ
リ
ス

の
大
衆
文
化
』、
駸
々
堂
、
一
九
九
三
年
、
三
四
三
│
六
頁
、
上
田
辰
之
助
『
蜂
の
寓
話
：
自
由
主
義
経
済
の
根
底
に
あ
る
も
の
』、
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
七
年
、
一
五
五
│
六
〇
頁
を
参
照
。）

（
5
） 

W
N
, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
一
四
九
頁
。

（
6
） 

ス
ミ
ス
が
言
う
よ
う
な
科
学
的
要
素
を
含
む
職
業
教
育
が
、
義
務
教
育
（
教
育
の
国
家
的
体
制
）
と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
は
、
一
八
七
〇
年
代

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。（
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
他
『
イ
ギ
リ
ス
民
衆
教
育
論
』（
浜
林
正
夫
・
安
川
悦
子
共
訳
）、「
解
説
」、
明
治
図
書
出
版
、

一
九
八
三
年
、
二
六
三
頁
。）

（
7
） E

dgar S
.F
urniss, T

h
e P

osition
 of th

e L
aborer in

 a S
ystem

 of N
ation

alism
, A

 S
tu

d
y in

 th
e L

abor T
h

eories of th
e L

ater 

E
n

glish
 M

ercan
tilists, rep. 1965, p.118.

（
8
） 

ト
ー
ニ
ー
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』（
出
口
勇
蔵
・
越
智
武
臣
訳
）、
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
九
年
、
二
〇
一
頁
。

（
9
） 

ポ
ー
ル
・
マ
ン
ト
ウ
『
産
業
革
命
』（
徳
増
栄
太
郎
・
井
上
幸
治
・
遠
藤
輝
明
訳
）、
東
洋
経
済
、
昭
和
五
〇
年
、
六
九
頁
。

（
10
） T

hom
as A

. H
orne, T

h
e S

ocial T
h

ou
gh

t of B
ern

ard
 M

an
d

eville

│V
irtu

e an
d

 C
om

m
erce in

 E
arly E

igh
teen

th
 C

en
tu

ry 

E
n

glan
d

│, 1978, p.69.　

ト
ー
マ
ス
・
Ａ
・
ホ
ー
ン
『
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
思
想
│
一
八
世
紀
初
期
の
英
国
に
お
け
る
徳
と

商
業
│
』（
山
口
正
春
訳
）、
八
千
代
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
九
六
頁
。

（
11
） 

上
田
辰
之
助
、
前
掲
書
、
一
四
七
│
五
二
頁
を
参
照
。

（
12
） 

高
賃
金
に
賛
成
す
る
意
見
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
ス
ミ
ス
以
前
で
は
、
デ
フ
ォ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ヴ
ァ
ン

五
九
三
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（
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ダ
ー
リ
ン
ト
、
タ
ッ
カ
ー
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
） 

ス
ミ
ス
の
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
技
術
と
分
業
は
如
何
な
る
発
達
状
態
に
あ
っ
た
か
を
知
る
に
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
天
川

潤
次
郎
「
産
業
革
命
前
夜
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
機
械
技
術
と
分
業
の
状
態
」『
経
済
学
論
究
』、
第
一
五
巻
第
四
号
、
関
西
学
院
大
学
経
済
学
研
究

会
。

（
14
） 

内
田
義
彦
『
経
済
学
史
講
義
』、
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
九
│
二
〇
頁
参
照
。

（
15
） John R

ae, L
ife of A

d
am

 S
m

ith, w
ith an Introduction “G

uide to John R
ae’s L

ife of A
d

am
 S

m
ith

” by Jocob V
iner, 1977, 

pp.72-3.　

Ｊ
・
レ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
、
八
九
頁
。

（
16
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.785-6.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
九
頁
。

五　

労
働
者
に
対
す
る
知
性
教
育

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
生
涯
の
ご
く
早
い
時
期
に
修
得
で
き
る
教
育
の
最
も
基
本
的
な
部
分
、
つ
ま
り
読
み
書
き
、
計
算
と
い

う
能
力
を
身
に
つ
け
た
労
働
者
の
育
成
、
こ
れ
に
加
え
技
術
革
命
を
背
景
に
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
産
業
社
会
の
要
請
に
答
え
う
る
よ

う
な
、
一
定
の
知
的
能
力
と
技
術
的
手
腕
を
有
す
る
労
働
力
と
し
て
の
労
働
者
の
育
成
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
主
張
す
る
民
衆
に
対
す
る
教

育
の
内
容
で
あ
っ
た
。

だ
が
も
う
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
民
衆
教
育
に
込
め
ら
れ
た
ス
ミ
ス
の
意
図
と
は
、
労
働
者
が
教
育
に
よ
っ
て
知
的
か
つ
情
操
的
に
成

長
を
遂
げ
て
い
き
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
日
常
の
社
会
生
活
に
お
け
る
幾
多
の
諸
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
十
分
に
対
応
し
う
る
全
人
格

的
人
間
の
形
成
、
ま
た
社
会
状
況
の
客
観
的
把
握
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
理
解
力
を
涵
養
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ

五
九
四



ア
ダ
ム
・
ス
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け
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民
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口
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（
六
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七
）

に
あ
る
（
1
）

。
そ
し
て
ス
ミ
ス
が
、
当
時
の
労
働
者
の
社
会
生
活
の
有
様
を
あ
り
得
べ
き
社
会
秩
序
形
成
と
の
関
連
で
問
題
と
し
、
そ
こ
で
教

育
の
果
た
す
役
割
を
述
べ
て
い
る
箇
所
を
見
る
と
き
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
も
つ
さ
ら
な
る
大
き
な
意
義
が
明
確
に
な
る
。
ス
ミ
ス

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
労
働
者
が
教
育
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
無
知
な
国
民
の
間
で
、
最
も
怖
る
べ
き
無
秩
序
を
し
ば
し
ば
ひ
き
起
こ
す
狂
信
や
迷
信

の
惑
わ
し
に
引
っ
か
か
る
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
少
な
く
な
る
。
そ
の
上
、
教
育
の
あ
る
知
的
な
国
民
は
、
無
知
で
愚
昧
な
国
民
よ
り
も
、

常
に
慎
み
深
く
秩
序
を
重
ん
じ
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
と
し
て
、
自
分
は
無
知
な
人
た
ち
よ
り
も
ま
と
も
だ
し
、
法
律
が
認
め
る

目
上
の
人
々
も
、
自
分
の
方
を
よ
り
尊
敬
し
て
く
れ
て
よ
い
は
ず
だ
、
と
感
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、
無
知
な
人
た
ち
と
違
っ

て
、
こ
れ
ら
目
上
の
人
々
を
一
層
尊
敬
す
る
気
に
も
な
る
。
彼
ら
の
方
が
、
派
閥
や
反
徒
た
ち
の
利
己
的
な
利
害
を
か
ら
め
た
不
平
は
、

と
っ
く
り
調
べ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
に
も
な
り
や
す
い
し
、
そ
れ
を
見
抜
く
眼
も
鋭
い
。
ま
た
、
こ
の
故
に
、
政
府
の
施
策
に
対
し
て

無
茶
な
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
反
対
を
す
る
よ
う
に
引
き
回
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
少
な
い
（
2
）

。」

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
は
教
育
に
よ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
社
会
不
安
の
原
因
と
も
な
る
、
宗
教
に
起
因
す
る
「
狂

信
」
や
「
迷
信
」
が
払
拭
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
が
「
教
育
の
あ
る
知
的
な
国
民
は
、
無
知
で
愚
昧
な
国

民
よ
り
も
常
に
慎
み
深
く
秩
序
を
重
ん
じ
る
」
と
か
、「
政
府
の
施
策
に
対
し
て
無
茶
な
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
反
対
を
す
る
よ
う
に
引

き
回
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
少
な
い
」
と
か
述
べ
る
時
、
こ
こ
に
は
彼
の
現
存
の
体
制
擁
護
の
政
治
的
保
守
性
が
見
て
取
れ
る
。
水
田
洋
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
労
働
者
に
知
的
教
育
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
場
合
に
も
、
彼
ら
を
秩
序
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

な
の
で
あ
る
（
3
）

。
だ
か
ら
一
般
の
民
衆
に
対
し
て
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
一
定
の
同
情
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
社
会
機
構
自
体
を

批
判
し
た
り
変
革
し
た
り
し
よ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
（
4
）

。

五
九
五
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更
に
『
道
徳
感
情
論
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
衆
が
富
者
や
権
力
者
に
つ
い
て
い
き
共
感
し
や
す
い
と
い
う
人
間
感
情

の
自
然
的
傾
向
、
こ
れ
こ
そ
自
然
的
社
会
秩
序
形
成
の
一
つ
の
要
件
で
あ
っ
た
（
5
）

。
こ
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
立
場
を
視
野
に
入
れ
る
と
、

「
彼
ら
は
無
知
な
人
た
ち
と
違
っ
て
、
こ
れ
ら
目
上
の
人
々
を
一
層
尊
敬
す
る
気
に
も
な
る
」
と
い
う
表
現
も
無
理
な
く
理
解
で
き
る
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
注
目
か
つ
重
要
な
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
が
政
治
的
混
乱
の
原
因
は
、
野
望
家
た
ち
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
地

位
の
攻
防
戦
」
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
争
い
に
一
般
民
衆
や
労
働
者
が
巻
き
込
ま
れ
、
利
用
さ
れ
る
の
を
憂
慮
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス

ミ
ス
自
身
は
政
治
的
混
乱
の
大
き
な
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
人
々
が
公
共
の
事
柄
に
関
与
し
た
が
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
重
要
な
地
位
が
獲
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
自
由
な
政
治

機
構
の
安
定
と
存
続
と
は
、
そ
の
国
の
指
導
的
人
物
、
す
な
わ
ち
生
え
ぬ
き
の
貴
族
層
と
も
言
う
べ
き
、
そ
の
国
の
指
導
的
人
物
の
大
部

分
が
、
自
分
た
ち
の
地
位
を
保
持
ま
た
は
擁
護
す
る
そ
の
実
力
の
如
何
に
依
存
し
て
い
る
。
国
内
に
お
け
る
徒
党
や
野
望
家
た
ち
の
演
ず

る
舞
台
劇
は
、
す
べ
て
皆
、
こ
れ
ら
の
指
導
的
勢
力
家
相
互
の
間
で
行
わ
れ
る
地
位
の
攻
防
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
6
）

。」

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
ス
ミ
ス
は
、
労
働
者
や
一
般
庶
民
が
野
望
家
た
ち
に
盲
目
的
に
扇
動
さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
事
態
を
憂
慮
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
民
大
衆
の
知
的
教
育
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
喧
噪
の
中
に
あ
っ
て
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に
状
況
の
本

質
を
見
抜
く
能
力
を
彼
ら
に
付
与
す
る
。
そ
う
し
て
、
し
か
も
当
時
の
経
済
社
会
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
抗
争
と
は
、
更
に
具

体
的
に
は
、
重
商
主
義
的
商
人
や
製
造
業
者
の
利
害
を
代
表
す
る
政
治
家
た
ち
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
抗
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す

れ
ば
、
民
衆
が
冷
静
に
政
治
的
判
断
を
下
し
う
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
重
商
主
義
的
特
権
商
人
と
製
造
業
者
の
利
害
を
代
表
す
る
「
政
治
家

た
ち
」
＝
「
派
閥
や
反
徒
た
ち
」
の
利
己
的
利
害
を
か
ら
め
た
不
平
を
、
と
っ
く
り
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
知
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
時
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
背
後
に
は
、『
国
富
論
』
を
一
貫
し
て
流
れ
る
重
商
主
義
批
判

五
九
六
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と
い
う
視
点
が
、
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
特
権
商
人
や
製
造
業
者
は
、
政
治
と
結
託
し
、
私
益
の
た
め
に
保
護
と
独
占
を
獲
得
す
べ
く
画
策
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

彼
ら
の
利
益
に
な
っ
て
も
、
民
衆
＝
消
費
者
の
利
益
と
は
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
の
だ
。「
重
商
主
義
の
政
策
に
お
い

て
は
、
消
費
者
の
利
益
は
、
終
始
一
貫
、
生
産
者
の
利
益
の
犠
牲
に
供
さ
れ
て
お
り
、
消
費
で
は
な
く
生
産
こ
そ
、
一
切
の
工
業
や
商
業

の
究
極
の
目
標
で
あ
り
、
か
つ
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
国
内
消
費
者
の
利
益
は
、
明
ら
か
に
わ
が
生

産
者
の
利
益
の
た
め
に
犠
牲
に
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
独
占
に
よ
っ
て
、
常
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
価
格
の
騰
貴
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
内
消
費
者
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
生
産
者
の
利
益
の
た
め
な
の
で
あ
る
（
7
）

。」

加
え
て
ス
ミ
ス
は
、
次
の
よ
う
な
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
る
。
重
商
主
義
的
特
権
商
人
や
製
造
業
者
は
、
卑
劣
な
貪
欲
心
の
持
主
で
あ

り
、「
自
分
た
ち
の
資
本
の
高
い
利
潤
に
つ
い
て
は
、
口
を
閉
ざ
し
て
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
彼
ら
は
、
他
人
の
法
外
な
利
得
に
つ
い
て

は
苦
情
を
言
う
が
、
自
分
の
法
外
な
儲
け
に
つ
い
て
は
何
も
語
ろ
う
と
し
な
い
（
8
）

。」
彼
ら
は
農
村
の
地
主
、
農
業
者
を
わ
め
き
声
と
詭
弁

で
欺
き
、「
社
会
の
一
部
、
し
か
も
、
そ
の
従
属
的
な
一
部
の
私
的
利
益
が
社
会
全
体
の
一
般
的
利
益
で
あ
る
（
9
）

」
と
思
い
込
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
彼
ら
の
利
害
は
国
民
大
衆
の
利
害
と
正
面
か
ら
対
立
し
て
い
る
（
10
）

。」
そ
れ
故
、「
商
業
上
の
何
か
新
し
い
法
律
か
規
制

に
つ
い
て
、
こ
の
階
級
か
ら
出
て
く
る
提
案
は
、
常
に
大
い
に
警
戒
し
て
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
提
案
を
採
用
す
る
に
当
っ
て

は
、
最
も
周
到
な
注
意
ば
か
り
か
、
最
も
疑
い
深
い
注
意
を
払
っ
て
、
長
く
念
入
り
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
提
案
は
、

そ
の
利
害
が
公
共
社
会
の
利
害
と
決
し
て
正
確
に
は
一
致
し
な
い
人
々
、
し
か
も
一
般
に
公
共
社
会
を
欺
き
、
抑
圧
さ
え
す
る
こ
と
を
利

益
と
し
て
い
る
人
々
、
…
…
そ
の
よ
う
な
階
級
か
ら
出
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
（
11
）

。」

公
共
社
会
の
公
共
性
は
、
公
共
の
名
で
提
案
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
人
々
が
常
に
疑
い
深
く
検
討
し
、
そ
こ
に
潜
む
階
級
的
利
害

五
九
七
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を
暴
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
上
流
階
級
と
国
家
の
行
動
に
対
す
る
民
衆
の
監
視
！
。
こ
の
点
は
、
今

日
か
ら
見
て
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
（
12
）

。

と
こ
ろ
で
、
特
権
商
人
や
製
造
業
者
な
ど
の
上
流
階
級
が
、
こ
う
し
た
社
会
的
不
正
義
や
巧
妙
な
手
口
で
隠
し
て
、
自
己
の
利
益
の
み

を
追
求
す
る
重
商
主
義
体
制
の
本
質
の
何
た
る
か
を
理
解
す
る
能
力
を
労
働
者
や
国
民
大
衆
は
身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ミ
ス

は
、
彼
ら
が
社
会
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
利
害
関
係
を
把
握
す
る
知
的
能
力
と
判
断
力
を
欠
き
、
自
己
の
利
害
を
明
確
に
摑
む
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
労
働
者
の
利
害
は
、
社
会
の
そ
れ
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
に
し
て
も
、
労
働
者
は

そ
の
利
害
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
自
分
自
身
の
利
害
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
労
働
者
の
生
活
状
態
は
、
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
の
時
間
を
彼
に
与
え
な
い
し
、
ま
た
彼
の
教
育
と
習
慣
は
、
た
と

え
彼
が
十
分
な
情
報
を
得
た
と
し
て
も
そ
れ
を
判
断
す
る
力
の
な
い
者
に
し
て
し
ま
う
の
が
普
通
な
の
で
あ
る
（
13
）

。」

し
た
が
っ
て
労
働
者
や
国
民
大
衆
は
、
社
会
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
利
害
を
判
断
し
う
る
だ
け
の
知
的
能
力
と
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
、

自
己
の
利
益
を
は
っ
き
り
と
摑
む
こ
と
が
必
要
だ
、
と
ス
ミ
ス
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ス
ミ
ス
の
主
張
す
る

民
衆
に
対
す
る
教
育
は
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
1
） 

釜
賀
雅
史
、
前
掲
論
文
、
一
三
二
頁
。

（
2
） 

W
N
, Ⅱ
, p.788.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
五
三
│
四
頁
。

（
3
） 

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』、
未
来
社
、
一
九
七
五
年
、
一
九
一
頁
。

（
4
） 

同
書
、
一
八
八
頁
。

（
5
） 

天
羽
康
夫
「
市
民
社
会
と
人
間
」『
高
知
論
叢
（
社
会
科
学
）』、
第
九
号
、
高
知
大
学
経
済
学
会
を
参
照
。

五
九
八
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（
6
） 

W
N
, Ⅱ
, p.622.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
三
九
五
頁
。

（
7
） 

W
N
, Ⅱ
, p.660.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
四
六
四
│
六
頁
。

（
8
） 

W
N
, Ⅱ
, p.599.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
三
六
〇
頁
。

（
9
） 

W
N
, Ⅰ
, p.144.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
一
三
頁
。

（
10
） 

W
N
, Ⅰ
, p.494.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
一
八
五
頁
。

（
11
） 

W
N
, Ⅰ
, p.267.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
四
〇
六
頁
。

（
12
） 

鈴
木
亮
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
と
学
問
」（『
経
済
』、
一
四
六
号
、
新
日
本
出
版
社
、
所
収
）、
二
二
五
頁
。

（
13
） 

W
N
, Ⅰ
, p.266.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
四
〇
四
頁
。

六　

結
び
に
か
え
て

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
お
け
る
商
工
業
の
発
展
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
分
業
は
、

そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
民
衆
や
労
働
者
を
愚
鈍
に
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
前
に
も
述
べ
た
が
精
神
の
麻
痺
、
理
性
的
会
話
の
欠
如
、「
寛
大
か
つ
高
尚
で
、
や
さ
し
い
感
情
」
の
欠
落
、
理
解
力
の
未
発

達
な
ど
を
ひ
き
起
こ
す
分
業
の
弊
害
は
、
民
衆
や
労
働
者
の
み
な
ら
ず
公
共
社
会
に
対
し
て
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
ら
の
欠
陥

を
匡
正
す
る
た
め
に
、
ス
ミ
ス
は
民
衆
に
対
す
る
教
育
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
主
張
す
る
民
衆
教
育
と
は
、
読
み
書
き
、
計
算
と

い
っ
た
基
本
教
育
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
産
業
革
命
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
産
業
社
会
で
必
要
不
可
欠

な
実
学
を
取
り
入
れ
た
職
業
教
育
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
1
）

。

五
九
九
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そ
し
て
ま
た
、
当
時
の
社
会
的
不
正
義
に
満
ち
た
重
商
主
義
体
制
の
何
た
る
か
を
見
抜
く
知
的
能
力
を
涵
養
し
、
国
民
大
衆
や
労
働
者

が
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
知
性
教
育
も
ス
ミ
ス
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
教
育
を
習

得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
が
一
人
の
知
的
か
つ
自
律
し
た
市
民
的
個
人
と
し
て
成
長
し
て
い
き
、
社
会
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い

く
の
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
国
民
の
大
多
数
で
あ
る
労
働
者
に
対
す
る
教
育
の
実
施
は
、
人
間
の
資
質
全
般
の
改
善
に
刺
激
を
与
え
、
寄
与
す
る
と

い
う
、
教
育
と
人
間
発
達
と
の
関
連
の
特
徴
に
着
目
し
た
の
が
ス
ミ
ス
の
卓
見
で
あ
っ
た
（
2
）

。
ス
ミ
ス
は
ほ
ん
の
少
し
の
教
育
で
あ
れ
、
そ

れ
が
実
践
さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
人
間
に
も
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
生
じ
る
、
社
会
の
維
持
に
も
た
ら
す
大
き
な
効
果
を
指
摘
す

る
。
ス
ミ
ス
は
言
う
。「
人
類
の
う
ち
の
多
数
は
粗
い
粘
土
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
完
全
さ
に
は
、
仕
上
げ
ら
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
ど
ん
な
人
で
も
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
一
応
の
礼
儀
正
し
さ
を
も
っ
て
行
為
し
、
彼
の
生
涯
の
全
体
に
わ
た
っ
て
何
か
取
り

立
て
て
言
う
ほ
ど
の
非
難
を
避
け
る
よ
う
に
、
訓
練
、
教
育
、
実
例
に
よ
っ
て
道
徳
性
の
一
般
的
諸
規
則
へ
の
顧
慮
を
心
に
刻
印
さ
れ
得

な
い
と
言
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
あ
る
（
3
）

」
と
。

こ
う
し
た
点
を
視
野
に
入
れ
考
え
て
見
る
と
、
ス
ミ
ス
が
前
述
し
た
高
賃
金
の
経
済
論
を
強
く
主
張
し
た
意
図
も
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
。

敷
衍
す
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。
高
賃
金
に
よ
っ
て
生
活
に
ゆ
と
り

0

0

0

が
で
き
た
労
働
者
は
、
自
分
も
子
供
も
ヨ
リ
費
用
の
か
か
る
ヨ
リ
高
度

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
間
を
活
用
し
て
学
問
に
勤
し
む
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ

う
し
て
社
会
の
出
来
事
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
置
か
れ
た
不
利
な
社
会
的
立
場
や
、
そ
れ
を
枠
組
と
し
て
維
持
し
よ
う

と
す
る
不
合
理
な
制
度
の
存
在
を
認
識
し
、
そ
れ
ら
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
努
力
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
の

知
的
能
力
の
発
達
の
た
め
に
も
、
ま
た
社
会
の
不
合
理
な
制
度
を
理
解
し
認
識
す
る
た
め
に
も
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
生
活
の
ゆ
と
り

0

0

0

が

六
〇
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必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
証
す
る
の
は
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
高
賃
金
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
4
）

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
根
底
に
は
、
愚
昧
と
抑
圧
か
ら
の
民
衆
の
解
放
と
民
衆
の
自

律
的
人
間
へ
の
成
長
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

（
1
） 

関
劭
「
ス
ミ
ス
の
分
業
論
に
関
す
る
一
考
察
」『
経
済
学
論
集
』、
第
一
巻
第
二
号
、
神
戸
学
院
大
学
経
済
学
会
を
参
照
。

（
2
） 

中
谷
武
雄
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
国
家
と
財
政
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
二
〇
頁
。

（
3
） A

dam
 S
m
ith, T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts, edited by D
.D
. R
aphael and A

.L
. M
acfi e, G

lasgow
 edition, O

xford, 1976, 

pp.162-3.　

水
田
洋
訳
『
道
徳
感
情
論
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
九
│
一
〇
頁
。

（
4
） 

中
谷
武
雄
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
労
働
論
」（『
経
済
科
学
通
信
』、
第
二
五
号
、
基
礎
経
済
科
学
研
究
所
、
所
収
）、
三
五
頁
。
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